令和５年度　学校評価書
令和６年３月１日
福生市教育委員会　殿
福生市立福生第三中学校
校 長　植 村 多 岐  印
１　今年度における重点的な取り組み
(1) 学習
　　　・各教科・領域における「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」を明確にし、目指す資質・能力をバランスよく育成する。また、家庭とも連携し学習習慣が確立するよう工夫する。
・ねらいや課題意識をもたせ、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を行う。また、生徒自らが学習の見通しを立てたり、学習したことを振り返ったりする活動等をより充実させ、生徒の学習への主体性の育成を図る。
    　・国や都及び福生市学力・学習状況調査等の結果や年３回の生徒アンケート、A「学ぶ楽しさを感じる」B「授業が分かる」から、生徒の実態を把握・検証し、授業改善に活かす。
　(2) 健全育成
　　　・全ての活動の中で生徒が他者から「認められ、感謝される」体験を目指し、自尊感情の育成を図る（個）。同時に「安心・安全で、認められ、楽しい体験ができる学校づくり」（集団）をする。
・学校生活において、校訓「 礼節」（礼儀と節度）を重視する。また、社会的自立に向け、「時間、身なり、清掃、挨拶、授業規律」を凡事徹底として取り組んでいく。
・教員の生徒理解力を高め、組織としての緊密な情報交換の下に、いじめ等の防止に努める。
（3）不登校・特別支援教育
　　　・不登校対策推進委員会を中心に組織的な取組をする。その中で「個別支援カルテ」を効果的に活用するとともに、家庭と子どもの支援員、スクールアシスタントティーチャー、SC・SSW、別室指導支援員、巡回指導員やそよかぜ教室等と連携し、不登校生徒の対応を個に応じて丁寧に行う。
・特別支援教育を重視し、コーディネーター及び特別支援教室専門員、校内支援委員会が中心となり、せせらぎ教室、教育センター、福祉、医療機関と連携しながらそれぞれの生徒の課題に応じた対応を丁寧に行う。
・常に、「誰一人取り残すことのない教育」を念頭におき、校内研修を充実させ、全教職員が発達障害や不登校及び学校生活不適応生徒についての理解を深め教員の実践的指導力の向上を図る。　　

(4) 特別活動
・自校に誇りをもち、全校生徒が協力してより良い学校生活を築こうとする自主的、実践的な態度を育てる。とりわけ、体育祭と音楽会、創立５０周年記念事業においては、個人及び集団としての達成感から生徒一人一人の自尊感情や自己肯定感、帰属意識を高める。
(5) 学校運営

   　 ・カリキュラム・マネジメントを確立して教育活動の質を向上させ、学習の効果の最大化を図る。

・教育公務員としての自覚を常に促し、服務事故防止に向けて、全教職員が組織的に取り組む。
・研修テ―マに基づき、研究授業を実施し、教員が切磋琢磨し授業力の向上に取り組む。
・学校評価書や生徒・保護者・教員アンケートの結果をホームページや学校便り等で公開するとともに、保護者会、三者面談、CS等を通して得た情報や願いを、学校運営に積極的に反映していく。
(6) 地域との連携

    ・コミュニティ・スクールとして、地域に開かれ地域から信頼される学校づくりを実現させるため、学校運営協議会を機能させる。また「地域防災・安全指導」「地域の人材から学ぶ」「学校・地域美化活動」「挨拶運動等の健全育成」「学校評価」等をバランスよく行い、その活動をさらに発展させる。
２　自己評価の総括
※アンケート結果からは、「当てはまる」と「だいたい当てはまる」の２つの肯定的評価を注視するのではなく、 「当てはまる」のみに注視することで、具体的な改善への一歩としたい。（3年目）
 (1) 学習
　　・校内研修の研究主題を「考え、議論する道徳」の授業実践とした。校内研修を中心に、各学年の代表者による授業研究➡研究協議会という形式で計３回授業研修を行い、道徳の授業実践において理解が深まった。また、後半（2/15）は、都の研修センターから3名の指導主事を招聘し、全教員への授業観察から細かな指導・助言が得られた。５時間目の授業研究では、国語、社会、理科の学習内容を中心に「主体的な学びの視点」「見通しと振り返りを生かした指導の工夫」「対話的・協働的な学び」等の理解が深まり、授業改善への意欲が高まった。下記の授業に関するアンケートでは、教員の「当てはまる」の評価が５６％に対して、生徒が２４％と保護者が２０％と、大きな開きがある。この差を埋めることが本校の今後の課題である。来年度の市の研究奨励校としての研修・活動に活かす。
	○生徒アンケート　 「学校の授業は分かりやすく、学ぶ楽しさを感じる」  ２４%　　

○保護者アンケート　｢教員の努力や授業改善の姿勢を感じる｣  ２０％
○教員アンケート　  ｢授業改善に心掛け、年１回以上の研究授業を実施した｣  ５６%

＜３年生＞

○上記、生徒による　 A「授業は学ぶ楽しさを感じられるか（２学期９科平均）」→「感じる」43％
授業評価　 B「授業はどの程度わかるか」（２学期９科平均）」→「よく分かる」　40％



 　 ・上記は、質問項目を２つに絞った本校３年生の「生徒による授業評価」である。結果は、９教科の中
で「楽しさを感じる」が６５％の教科がある一方、３１％といった低い教科があり、授業が「よく分
かる」も教科によって５７％から３１％の開きがある。低調であった教科の教員は、この結果を受け
止めるだけでなく、教科の特性を認識し、常に具体的な改善策をもって授業改善する必要がある。
・「学習習慣の確立」では今年も低調であり、依然と本校の課題である。ICTの活用も重要としているところであるが、自宅での時間の使い方を含めた生活スタイル全体を見直した指導も必要である。
	○生徒アンケート　 「毎日家庭で学習する習慣ができている（塾や習い事を除く）」  １４%
○保護者アンケート　｢お子さんは、言われなくても進んで家庭学習に取り組んでいる｣  ２１% 
○教員アンケート  　｢家庭学習の習慣を確立のための指導行い、工夫した｣  １９％


　　　　
　(2) 健全育成
　　・「自尊感情の育成」を方針に掲げている。教員が多様な価値軸で生徒の長所を見つけ指摘する。常に生徒に共感し、認め、自信をもたせる指導を念頭に置き、推し進める必要がある。
	○生徒アンケート　 「先生は、あなたのよいところを認めてくれている」  ３８%　　

○保護者アンケート　｢教員は、お子さんをよく理解し、よいところを認めてくれている｣  ４１％(up)
○教員アンケート  　｢一人一人の生徒を認め、力を引き出す指導ができた。｣  ４４％

	


　　　　
　　・本校は各教室に校訓 【礼節】を掲げている。社会的自立に向けての基礎として捉え「凡事徹底」を
モットーに基本的な生活態度や生活習慣の育成を、生活指導部中心に組織として粘り強く丁寧に行う。
	○生徒アンケート　 「時間を守る・身だしなみを整える等の決まりを守ることができた」４９%　
○保護者アンケート　｢お子さんは、決まりを守ることができている｣  ３４%
○教員アンケート  　｢時間を守る・身だしなみを整える等の指導を学年学級で行った。｣ ５６%(up)


　　　　
・今年も「人権教育」を本校の育成の柱として位置づけ、朝礼での講話、「道徳」授業での「人権尊重」
や「思いやり」「友情」等を重点的に扱い指導した。生徒の「当てはまる」の評価が７０％と高まり
つつあるが、教員が５０％・保護者が２２％と大きな開きがある。今以上に教員がいじめの指導の現状
をだより等で保護者に伝え、教育活動全体で「いじめ防止」に力を注ぐ必要がある。
	○生徒アンケート 「いかなる理由があっても「いじめは絶対にいけない」気持ちがある」 ７０% (up)　
○保護者アンケート｢学校は、教育活動を通じて、いじめのない学校づくりに努めている｣  ２２% 
○教員アンケート 　｢いじめを未然に防ぐ心の教育や、思いやりを育む指導を行った｣　５０%


 (3) 不登校・特別支援教育

	 ・不登校生徒　２月末現在３０日以上欠席生徒数　９名（病気欠席は除く）
     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４％ 　　(令和４年度 5％)


　　・本校の課題である。生徒の実態に合わせた支援や個別支援カルテを活用した指導に加え、保護者との
情報交換、教育センター、せせらぎ教室、福祉、医療機関と連携しながら対応を行う。本校の教育方
針「安心・安全で認められ、楽しい体験ができる学校づくり」をさらに推し進める必要がある。
(4)特別活動
	○生徒アンケート　 「体育祭や音楽会などの行事に意欲的に取り組んでいる」５８%(up)
○保護者アンケート　｢お子さんは、体育祭や音楽会などの行事に意欲的に取り組んでいる｣５４%
○教員アンケート　　｢学校行事を通して、人間関係づくりや自尊感情の向上に取り組んだ｣ ６９% (up)


・三者ともに、「当てはまる」の評価が５０％以上と最も高い設問の一つといえる。今後も体育祭と音楽会を２大行事と位置付け、生徒をより主体的に活動させ、集団としての達成感や成就感を体感させる中で生徒一人一人の自尊感情や自己肯定感、帰属意識を高める。
(5) 学校運営

　　・同僚性をもちやすいといった小規模校の利点を生かしながら、概ね、職員同士が相互理解に努め、リ
ーダーを中心に明るく、前向きな雰囲気を重視しながら教育活動に当たることができた。また、各自
が分掌や職層等の自己の役割と責任を意識しつつも、分担をこえて助け合う中で、個人の負担感をで
きるだけ減らし、各自が学校経営に主体的に参加する三中文化をさらに醸成・強化する必要がある。
  (6) 地域との連携
　　・今年は、創立５０周年記念事業や地域での活動をより充実させることができた。この活動に対して生徒たちは、今まで以上に多くが自ら進んで参加するなど主体性の育成につながった。地域貢献に加えて自己有用感の育成を重要視しつつ、さらに地域と共に歩める学校を目指したい。
３　自己評価に対する改善策
 (1) 学習　
・「道徳」の校内研修を通して共有できる目標と方法を設定し、全ての教員が実践したい最低限の共通理解を図りながら、全教員のベクトルをそろえた上で授業改善を行う。
・さらに、①「授業で学ぶ楽しさを感じられるか」、②「授業がよくわかる」の２点に絞った「生徒による授業評価」を重視し、生徒の自信や意欲を高めながら主体的な学習への育成を図る。
 (2) 健全育成
　　・生徒が将来、社会に出て活躍するためには「多種多様な人が、折り合いをつけながら課題解決する
力」が必要と捉える。したがって、学校行事だけでなく毎日の授業の中でも生徒が学び合い、教え
合い、切磋琢磨する生徒同士が関わり合う学習を重視し、「共生」の精神。すなわち「誰一人取り
残さない」教育活動の実現を図って行く。
・「SOSを出す力」の育成を考えた時、普段の生活や授業の中で【「困ったときに人に聞ける。人の相談にのれる」ことが当たり前にできる生徒の育成】に力を注ぐ必要があり、この力を高めさせる。
・道徳の授業において「考え・議論する道徳」を校内研修で取り扱い、個々の教員の授業力を高めることで、生徒自らが自己の生き方について深く考えさせる。
 (3) 不登校・特別支援教育
   ・不登校・特別支援教育は、単に本人やそれを取り巻く大人の課題として捉えさせるのではなく、生徒には他人事でなく自分たちの課題としても捉えさせる。リーダーを育成し、自分たちの仲間のことであり「誰一人取り残さない」集団づくりに主体的に関わって行ける力を育む視点も重要視する。
(4) 特別活動
・体育祭と音楽会を三中の２大行事と位置付け、その企画・運営に生徒が主体的に取り組むことを重視し、
生徒一人一人の自尊感情や自己肯定感を高めることで、自信や意欲につなげる。
　 ・生徒会活動を重視し、失敗を恐れずに新しいことにも積極的にチャレンジできる生徒の育成を図る。
(5) 学校運営
・生命尊重・人権尊重・人格尊重を基盤に、全ての教育活動で一人一人を大切にする教育活動に取り組む。また、小規模校の長所を生かし、本校の特色のある教育につなげ、働き方改革も意識しながらも、新しい取り組みも積極的に取り入れる学校文化を醸成する。
(6) 地域との連携      

    ・CSの活動の基本となるものは４年間を通し軌道に乗ったと言える。しかし、実際の活動においては、昨年度と同様、地域支援スタッフの人員不足があった。スタッフの募集を図り対応する必要がある。
４　学校関係者評価の総括
　CS委員における、【１７項目の｢学校関係者評価アンケート｣（「生徒・保護者・教員」と基本的に同じ設問）】評価の結果は下記の通りである。＜＊答えられない質問は空白のままでもよい＞
＜１当てはまる　　２だいたい当てはまる　　３あまり当てはまらない　　４当てはまらない＞
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体力向上のため、適切な取り組みが行われている。

教員は、一人一人の生徒を認め、力を引き出す指導をしていると感

じられる。

学校は、授業参観、保護者会等を工夫し、保護者の参加率を高める

等、理解や協力を得られるように努めている。

学校は感染症への予防に努め、対応は適切である。

生徒は挨拶ができている。（地域も含め）

生徒は時間を守り、身だしなみが整っている。

学校は、日常の教育活動を通じて、いじめのない学校づくりに努め

ている。

学校では学習や行事等を通して生徒に夢や目標をもたせ、将来の自

立に向けた教育をしている。

生徒や教職員は体育祭や音楽会等の学校行事に意欲的に取り組んで

いる。

「七五三挨拶運動、四地区水・防災訓練、花いっぱい運動、落ち葉

掃き清掃」に積極的に参加し、生徒は生き生きと活動している。

学校は、SNS上のトラブル防止、災害防止に対する知識や、身の安全を

守るための対処の仕方など生徒に身に付けさせている。

学校だより、ホームページ等の情報で学校の様子やCS会の内容が

よくわかる。

一人一台の学習用iPadは、生徒の学びに役立っている。

教員は、家庭学習の習慣を身に付けさせるための指導をしている。

番号

質　　　問

CS委員9名による回答

生徒は楽しそうに登校している。

授業は分かりやすく、教員の努力や改善の姿勢を感じる。

授業では発表したり、話し合ったりする活動が取り入れられ、一人

一人の生徒を大切にする教員の意欲が感じられる。


＜CS委員からの指摘内容＞
・地域行事「四地区合同水・防災訓練」や「富士見公園の清掃」「総合防災訓練」「七五三挨拶運動」等、今年はさらに参加生徒が増え、地域での三中生の存在感が高まってきている。防災意識の向上という点においてもその貢献度が高く、特に地域の高齢者からの評価も今年も高かった。与えられた仕事を笑顔で取り組む生徒の姿に、ＣＳ委員も多くのエネルギーをもらうことができた。
・授業を参観した感想は、ICTやタブレット端末を活用した授業が多く見られるなど、教員の工夫が感じられる。しかし、落ち着いて授業を受けている反面、机の上に教科書等がのっていない等意欲のない生徒も見受けられた。将来に向けて奮起する生徒の育成に期待したい。
・教師が一方的に教え、生徒がそれを聞くだけの授業ではなく、生徒同士が相談したり、教え合ったりしている授業が増えつつあるように思う。授業形態の変化を強く感じた。
    ・道徳授業地区公開講座において、担任がそれぞれの個性や持ち味を活かしながら授業を行っていた。深く考えさせる工夫や発問の工夫も感じられた。授業後の意見交換会も現在の社会のモラルや道徳性について学校、保護者、地域で考え、共有できたことはよい取り組みであった。
・生徒主体で進行した【５０周年記念式典第２部】のそれぞれのアトラクションは大変よかった。とても感動した。当日までの積み上げや努力に加え、当日、はつらつとした中学生らしさも感じられた。
５　学校関係者評価に対する改善策
　　学校関係者評価について、全体として学校の教育活動、課題解決の方向については一定の評価を得ていると考える。その上で、以下の３点を課題として、次年度に取り組んでいく。

 （１）学習
　・一人１台端末を活用し個別最適な学びと協働的な学びを推進する。また、学習への熱心な生徒と、低調な生徒の二極分化の指摘もあることから、学習することの意味や自己の将来を見つめさせる指導等、キャリア教育も重視する中で、学習意欲の向上及び授業改善・学習習慣の確立を図る。
（２）不登校・特別支援教育
　　　　・不登校対応や特別支援教育は【教員の知識の「ある・なし」が生徒の支援や成長を大きく左右させるものである】という認識の下に、教員の専門性の向上のための校内研修会を充実させる。また、来年度も別室指導員の配置もあることから有効に活用する。
・不安を抱えがちな保護者に対して、子育ての苦労に共感しねぎらい、教員の専門的な進路先の知識から保護者に将来の見通しも示すなど、生徒支援と同様に保護者支援も行う。
(３) 地域との連携
　　　・次年度はコミュニティ・スクール５年目となる。この４年間、委員の働きかけや数々の支援で順調にここまで進行できた。五小・七小のＣＳ委員とも行動をともにしながら、さらに地域との連携を強化し、社会に開かれた教育課程の実現に向かう。
６　総括的な学校評価
    次年度も生徒・保護者・教員・学校関係者の四者で設問をそろえた学校評価アンケートを実施し、それを分析・検討しその課題解決に取り組んでいきたい。５年度の評価を受けて、　以下の点を重視し学校運営に取り組んでいきたい。

(1)  確かな学力向上と授業の工夫改善　　
○常に生徒の今の姿に目を向け、その様子から直面している課題を明らかにし、改善(PACDサイクル)を行うことが必要である。また、生徒の学力の二極化が顕著であることからも、少人数授業の活用等での基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得と、各教科のメリハリのある単元計画の下に、学び合いの学習も取り入れ、主体的に学習に取り組む姿勢へと発展させて行くことが重要である。
○「令和６・７年度福生市教育委員会研究奨励校」の指定を受ける。この事業を活用し、教職員の資質能力の向上に取り組み、分かる授業、学ぶ楽しさを感じる授業に加え、より主体的な学び、自己調整力や「学びに向かう力、人間性」を高める。
（２）不登校・特別支援教育
○不登校生徒には、「学校復帰」へのアプローチは欠かすことはできないが、実態は個によって様々である。「学校復帰」のみを目的とするのではなく、登校できなくても社会的自立の観点から「学習保障」「他者と人間関係の構築」の重要性も押さえておく必要がある。教員が積極的に生徒に共感や信頼を寄せ、生徒が教職員に気軽に話し、相談できる良好な関係を築いていくことを土台とする。　
　　○担当者や担任が一人で抱え込むのではなく、校内支援委員会、せせらぎ教室、SC・SSWや外部機関との連携を図り、学年会、生活指導部会、職員会議等で情報を共有し、学校全体で取り組んでいく。
○教員の生徒理解力を高め、自尊感情や自己肯定感を育成する視点で教育活動を充実さる。
(３) 地域との連携　　
○次年度はコミュニティー・スクールの５年目となり、活動のねらいをより意識し推進する。生徒の多面的な成長を促し、地域貢献のためにも、地域に開かれ、信頼される学校づくりを行う必要がある。
生徒による授業評価　　　　　（各授業内で学期末に実施）


教科名　　　　　　　　　　　　　・担当教員名　　　　　　　　　　　　　


A．授業を受けていて、「学ぶ楽しさ」を感じられますか。


　　１　感じる　　　　　　　　　　　　　　　　２　どちらかといえば感じる


　　　 ３　どちらかといえば感じない　　　 ４　感じない





B．授業を受けていて、どの程度わかりますか。


　　  １　よく分かる 　　　　　　　　　　　　　２　どちらかといえば分かる


　　  ３　どちらかといえば分からない　 　４　分からない











- 1 -

- 5 -


